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じ
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酵
素
な
ど
の
物
質
を
生
産

す
る
能
力
が
高
い
こ
と
も

知
ら
れ
て
い
る
。
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0
0

5
年
に
国
内
の
産
学
官
連

携
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
の
医
薬
品
な
ど
は
、
植
物
脂
肪
酸
を
選
択
し
た
。
脂
な
原
料
と
考
え
、
こ
う
じ
窒
素
強
化
培
地
を
使
用
す
i

よ
っ
て
、
こ
の
菌
の
全
遺
な
ど
特
定
の
生
物
で
本
来
肪
談
の
カ
ル
ボ
キ
シ
基
が
菌
に
よ
る
生
産
を
研
究
し
る
こ
と
で
生
産
量
（
培
養
i

伝
贋
（
ゲ
ノ
ム
）
が
解
生
産
さ
れ
、
二
次
代
謝
産
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
に
結
合
し
た
。

液

の
体
積
当
た
り
の
生
産
i

読
さ
れ
た。

ゲ
ノ
ム
配
列
物
と
呼
ば
れ
る。

た
エ
ス
テ
ル
型
脂
肪
酸
の
量
）
で
9
0
倍
に
ま
で
高
め
~

代
謝
を
改
良

を
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考
に
し
て
、
遺
伝
子
元
々
生
産
量
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微

生
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に
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る
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（図）
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産
の
た
こ
う
じ
菌
の
代
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の
改
培
地
組
成
を
工
夫
し
i

じ
菌
の
育
種
が
可
能
と
な
め
、
化
学
反
応
で
の
合
成
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長
年
研
究
さ
れ
て
き
良
に
よ
り
、
遊
離
脂
肪
酸
て
、
本
来
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菌
体
内
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た
。
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産
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肪
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り
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段階的な代謝改良で
遊離脂肪酸の生産強化

窒素強化培地で
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